
















































































































































































































































































































































































の結果， 1942年に 97.4%であ った供出進捗率はこの年























































































































































































































































































































































であった.上田 (61)，及び玉 (48:第5章〕を参照. ちなみ
に， I農地改革をめぐって」をテーマとした日本農業経済学会























ては，ラスレ γ ト・斎藤 (39)， トッド (58)などを参照.
(註9) こうした農業者の自然への関心と経験的知識の集積に
ついては，徳永 (59)を参照.
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